
順位 名前 総資産額(億円) 企業名
1 柳井 正 ６兆2916 ファーストリテイリング
2 孫 正義 ４兆8069 ソフトバンクグループ
3 滝崎 武光 ３兆3957 キーエンス
4 高原 豪久 9408 ユニ・チャーム
5 似鳥 昭雄 6762 ニトリ
5 重田 康光 6762 光通信
7 安田 隆夫 6027 ドン・キホーテ
8 三木 正浩 5586 ABCマート
8 三木谷 浩史 5586 楽天グループ
8 野田 順弘 5586 オービック

日本の長者番付上位10名(アメリカの経済誌「Forbes」発表)

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
（
安
倍
政
権
の
経
済
施

策
）
以
来
、
日
本
経
済
は
ど
う
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
実
質
賃
金
が
11
年
間
で
33
・

６
万
円
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

は
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
」
の
下
で

「
賃
金
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
「
法
人
税
の

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
に
加
え
て
、
異
次
元
の

金
融
緩
和
に
よ
る
異
常
円
安
で
物
価
高
騰

が
起
き
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
『
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
』
に
よ
る
人
災
で
す
。

一
方
で
、
大
企
業
は
内
部
留
保
を
１
８

０
兆
円
も
積
み
増
し
、
大
富
豪
40
人
の
資

産
は
３
～
４
倍
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
大

企
業
は
空
前
の
も
う
け
を
上
げ
て
も
賃
上

げ
に
回
さ
ず
、
株
主
に
回
す
。
そ
の
結
果
、

消
費
が
冷
え
込
み
、
設
備
投
資
も
の
び
な

い
。
大
企
業
の
内
部
留
保
だ
け
が
異
常
に

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
経
済

は
機
能
不
全
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
共
産
党

は
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
「
経
済
再
生
プ
ラ

ン
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

第
一
の
柱
は
「
人
間
を
大
切
に
す
る
働

き
方
へ
の
改
革
」
で
す
。

政
治
の
責
任
で
大
幅
な
賃

上
げ
と
待
遇
改
善
を
進
め

ま
す
。

第
二
の
柱
は
「
暮
ら
し

を
支
え
格
差
を
た
だ
す
税
・

財
政
改
革
」
で
す
。
消
費

税
の
減
税
、
社
会
保
障
の

充
実
、
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
す
す
め
ま
す
。

第
三
の
柱
は
「
持
続
可
能
な
経
済
社
会

へ
の
改
革
」
で
す
。
気
候
危
機
の
打
開
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
の
自
給
率
向
上
を
は

か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
物
価
高
騰
か
ら
国
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
緊
急
に
必
要
な
対
策

で
あ
る
と
同
時
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
暮

ら
し
と
経
済
を
悪
化
さ
せ
て
き
た
構
造
的

な
問
題
を
解
決
し
、
希
望
が
見
え
る
日
本

に
し
て
い
く
改
革
で
す
。
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住民こそ主人公・住民のための市政を

実
質
賃
金
低
下
・
物
価
高
騰
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最
近
、
ウ
ル
シ
に
か
ぶ

れ
て
ひ
ど
い
目
に
会
っ
た

と
い
う
友
人
が
い
て
、
改

め
て
ウ
ル
シ
に
付
い
て
見

て
み
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
で
は
ウ
ル
シ
科
の
樹

木
に
は
以
前
、
漆
の
樹
液
を
採
る
為
に
植
え
た

も
の
が
、
現
在
で
も
里
山
に
残
っ
て
い
る
ウ
ル

シ
と
、
元
々
山
に
自
生
し
て
姿
の
似
て
い
る
ヤ

マ
ウ
ル
シ
と
、
蔓
性
で
樹
木
な
ど
に
這
い
登
っ

て
伸
び
る
三
枚
葉
が
特
徴
の
ツ
タ
ウ
ル
シ
と
葉

の
軸
に
ひ
れ
が
あ
る
特
徴
の
ヌ
ル
デ
が
見
ら
れ

・

・

ま
す
。

ヌ
ル
デ
以
外
は
人
に
も
よ
り
ま
す
が
、
肌
に

触
れ
た
り
汁
が
付
い
た
り
す
る
と
、
か
ぶ
れ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
山
歩
き
は
長
ズ
ボ
ン

と
長
袖
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
ウ
ル
シ
科
に
は
海
に
近
い
所
に
は
ハ

ゼ
ノ
キ
や
ヤ
マ
ハ
ゼ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

国
道
ぞ
い
に
割
と
多
く
見
ら
れ
る
ニ
ワ
ウ
ル
シ

・

・

・

・

・

（
シ
ン
ジ
ュ
）
と
い
う
樹
木
は
、
中
国
原
産
の

ニ
ガ
キ
科
の
樹
木
で
、
ウ
ル
シ
と
は
関
係
な
い

の
で
か
ぶ
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、

食
用
の
果
実
の
マ
ン
ゴ
ー
や
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ツ
・
ピ
ス
タ
チ
オ
な
ど
も
ウ
ル
シ
科
な
の
で
、

ウ
ル
シ
に
弱
い
人
に
は
要
注
意
で
す
。
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NO. 571

植物

ウ
ル
シ
〈
漆
〉
の
仲
間

ウ
ル
シ
科
ウ
ル
シ
属

ローマ字の表記見直しへ
文化庁の文化審議会国語分科会は３月、ローマ字の

表記に関し、小学校で学ぶ「訓令式」を基本とする内
閣告示の改定を視野に対応すべきだとの考えで一致。
ローマ字のルールの見直しは70年ぶり。英語のつづり
に近い「ヘボン式」が浸透していることを踏まえ、本
格的に議論するとのことです。
訓令式は「し」を「si」、「しゃ」は「sya」、「つ」

を「tu」と表記。ヘボン式ではそれぞれ「shi」「sha」
「tsu」となります。ヘボン式は「小野」と「大野」
がどちらも「Ono」となり、音を伸ばす長音の表現が
定かではないなどの課題もあります。
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